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　現在、大阪市では2025年日本国際博覧会 （略称「大阪・関西万博」）が開催されており、連日にぎわいをみせて
います。万博のように、特定の場所に特定の目的を持ってある一定期間、人々が集積することを「マスギャザリン
グ」と呼びますが、さまざまな感染症の発生リスクが取りざたされています。
　国立健康危機管理研究機構国立感染症研究所では、「2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）に向けての感
染症リスク評価」を公表し、大阪健康安全基盤研究所等と連携してサーベイランスの強化に取り組んでいます。
　人々が集中することによる呼吸器感染症の増加のほか、開催期間は夏季が中心となるため、食中毒や蚊媒介感
染症の発生リスク、猛暑・豪雨・台風など環境の変化による健康リスクも指摘されています。来場者の多くが万博
のみならず、公共交通機関を利用して様々な地域を訪れるため、感染が拡大することも予想されます。
　具体的には、すでに発生が報告されている麻しんや侵襲性髄膜炎菌感染症、腸管出血性大腸菌感染症、百日咳、
新型コロナウイルス感染症などのほか、現時点では国内では報告されていませんが、中東呼吸器症候群（MERS）
コロナウイルスの持ち込みや、デング熱などの蚊媒介感染症の国内感染例の発生も懸念されています。
　私たち医療機関には、丁寧に問診をすること、検査のハードルを下げ、輸入感染症を適切に診断することが求
められます。
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